
  
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

京都大学 大学院人間・環境学研究科 第 81 回 国際交流セミナー 

Who are theKurds?
クルドとは何者か 

 
 
 

 Irfan Aktan 7/8 
金 

 

18：30‐19：30 人間・環境学研究科棟 ２３３演習室 
          （19：30‐ 懇親会） 

           使用言語 ： 英語 （日本語通訳あり） 

 

主催：人間・環境学研究科 国際交流委員会 / 問合せ先：岡 真理 oka.mari.8r@kyoto-u.ac.jp 

Do you know about the people called "Kurds"?  Do you know 

that they are also living in Japan? Where is their country of 

origin? What made them leave their homeland and come to 

Japan?  Mr. Irfan Aktan, who is currently conducting field 

research on diaspora Kurds in Japan in the Warabi and 

Kawaguchi areas of Saitama, will talk about the tragic history 

and current situation of the Kurds in their homeland,  

Kurdistan.  
  
「クルド人」と呼ばれる人々について、あなたはご存じでしょうか。彼らが、この日本にも住んでいるという 

ことをご存じですか。彼らの故国はどこなのでしょうか。彼らはなぜ故国を離れ、日本に渡って来たのでしょ 

うか。現在、日本におけるディアスポラ・クルド人について調査中のイルファン・アクタン氏にクルドの人々

の、故国「クルディスタン」における悲劇の歴史と現状についてお話しいただきます。 

Irfan Aktan | イルファン・アクタン）  

トルコのジャーナリスト。2003 年，アンカラ大学コミュニケーション学部ジャーナリズム学科卒。在学中にジャーナ

リストとして活動を開始，ニューズウィーク誌トルコ版をはじめ，トルコのさまざまな媒体に執筆。IMC テレビのアン

カラ支局長を経て，現在，Express 誌，birartibir.org ほかに執筆。著書に，現在のイラク出身のユダヤ人でクルド人の

祖父と結婚し，ムスリムに改宗してトルコに移住した祖母の一生を記録した『Nazê ある移住の物語』(2011 年)，ク

ルド問題に関する識者へのインタビュー集『毒と解毒剤：クルド問題』(2006 年)がある。主な関心はクルド問題，難

民，不利な立場にある集団，人種差別政策，報道の自由と表現の自由。 


